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2年3か月にわたり議論を続けてきた建設検討委員
会、管理運営検討委員会も今回で最後となり、津市長
も交えての検討委員会となりました。

◎前回のご意見に対する整理内容

○会議室について

（仮称）津市久居ホール建設検討委員会

（仮称）津市久居ホール最後の検討委員会が行われました

前回、2月の建設検討委員会、管理運営検討委員会

で出た意見に対して、事務局で整理した内容の報告が
ありました。

前葉市長よりあいさつ
私もこの検討委員会の議論の経過報告を受けてい

ましたので、非常に熱心にご議論いただいてきてお
ります事を厚く御礼申し上げます。劇場法が平成
24年6月に施行されましたので、平成25年2月に
久居庁舎の跡地に久居ホールをつくるというプラン
を出した時点で、劇場法に基づくホールをつくると
いう事を想定していました。ただ、それだけではな
く「久居のホールをつくる」という事で、津市の
様々な文化活動の拠点であり、常ににぎわいのある
場所でありたいという、市長として思い入れが深い
ホールであります。また、当時公立高等学校2年生
の音楽部員であった私が、旧久居市民会館でNHK
合唱コンクールに出た事で、個人的な思いもありま
した。これだけ先生方にお世話になってつくり上げ
たものを、しっかりと良い形で完成させたいと思い
ます。今後も引き続きのご理解、ご支援を宜しくお
願い致します。

会議室の性格
行政の事務室として主に自治体活動に係る相談
等を想定しているが、利用のない時は指定管理
者との打合せ等での使用など有効に活用する。

会議室の位置
上記のような使用想定から、指定管理者とのよ
り密接な関係構築の為に現在の配置で整理した。

○多目的アートルームと専用展示ギャラリーの名称等について

室名表示
多目的アートルーム等の壁面の室名表示は、デ
ザインを含めて設計者と調整する。

多目的ｱｰﾄﾙｰﾑ
の用途説明

計画案の中にある多目的アートルームの主な用
途の説明の記述ついて、趣旨が変わっていると
いうご意見を踏まえて記述順を変更した。

ﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾑの
用途説明

計画案の中にあるバンドルームの主な用途の説
明について用途が限定されるのではないかとの
ご意見を踏まえて「金管楽器など」を追記した。

○施設名称の決定方法について

名称の公募
施設名称については、公募を前提として委員会
での意見も踏まえて募集の対象、選定方法等を
整理していく。

○管理運営計画について

計画の趣旨

久居地域のホールであると共に劇場法の趣旨を
踏まえた施設として整備するものである。必要
とされる職員数や専門家の参画については指定
管理者の募集要項や要求水準書に市としての考
え方を記載していく。

指定管理者と
の役割分担等

役割分担等について整理を行い、募集要項や要
求水準書に反映していくことで、適正に連携を
図っていく。

市職員の
能力向上

指定管理者と共に市も連携、協力して取組みを
進めていこうと考えており、その為には市職員
の能力向上も必要となる為、その旨の記述を追
加した。

指定管理者と
市の定期会議
の名称

指定管理者と市とで定期的に開催する会議名称
について、「（仮称）事業推進会議」に変更し
た。

ふるさと文学
館との連携

募集要項や要求水準書に市の考え方を示し、提
案事業も含め事業を進めていく。

○地域の活性化について

様々な事業と
の連携

地域で開催される様々な事業との連携を図り、
相乗効果が得られるよう、取組みを進める。
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右記までご意見ご感想をお寄せください。
また、津市ホームページもご覧ください。

～地域をつなぐ開かれた独自性のある文化芸術の創造拠点～

第９回（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会
第８回（仮称）津市久居ホール建設検討委員会

竹本委員長竹本委員長

2年をかけて検討をして参りましたが、時間をかけてき
た分、地域の方々には評価される施設になるのではないか
と期待しております。どう運営していくかが非常に大事な
問題で、市民の皆さんのお考えと市の方針をしっかり突き
合わせて生きた運営が出来ればと思います。

松本委員松本委員

私が委員をお引き受けしたのは3つの興味深い点があっ
たからです。１つには三重県の地政学的な優位性で、全国
ツアーをするにしても、三重公演は有利だと思われます。
高速道路の新名神が開通して京都とも近くなり、中部空港
もある。２つには演劇系のNPO法人が活動して県の財団と
友好関係にある。３つには東京の劇団が津市内に移住して
きたことです。行政が担当する「文化行政」にとどまらず、
民も含めた「文化政策」になり得る地域だと思うからです。

加藤委員加藤委員

私は途中からこの検討委員会に参加させていただいたの
ですが、地域との連携を踏まえてより良いものにしていく
ことが大切だろうと考えております。

山田委員山田委員

市職員については研修という形で能力向上を図るという
事ですが、本当にそれで足りるのか気になります。議論の
中でも様々な意見がありましたが、改めて指摘させていた
だきたいです。また、ふるさと文学館との連携を考慮する
と、将来的にはふるさと文学館を含んだ指定管理という事
も展望しながら検討していただきたいと思います。そして、
久居ホールが独自性のある、津を代表するホールであり、
地域とのつながりがあるホールであることが大事だと思い
ます。

籾山委員籾山委員

2年前に委員を引き受けた時に、久居地域を２時間程歩
いてみました。あまり活気がないと聞いていましたが、２
時間歩けたという事は、その街がそれなりの魅力を持って
いるのだと思います。開館する以上は、市職員の方もそこ
に住む市民の方々も覚悟が必要だと思います。その覚悟を
もって運営していくことで、幸せな街になるのではないか
と思います。

髙橋委員髙橋委員

これからは鑑賞者の視点が大事になると思います。そう
した時に「専用展示ギャラリー」の「専用」という言葉に
違和感を覚えます。これには色々な思いや経緯があると聞
きましたが、室名を英語にしたときを考えると「展示ギャ
ラリー」でいいのではないでしょうか。使う側の論理では
なく鑑賞側の視点を大事にして欲しいと思います。ホール
をつくる準備期間というのは何事にも代えがたい喜びがあ
るので、市職員の皆様が明るくないと良いホールは出来な
いので、頑張っていただきたいと思います。

岡本委員岡本委員

今まで会場を分けて開催していた市の美術展覧会を一ヶ
所にまとめて久居ホールで開催できるのは非常に良いと思
います。それを活かす為に、久居に住んでいる方々が集ま
る事も非常に重要ですが、展覧会を津市全体から集まって
来て見られるように、周辺のまちづくりと合わせて検討し
て欲しいと思います。

岩田委員岩田委員

私は久居音楽祭実行委員をしており、今は別のホールで
開催してますが、今年は非常に観客が多く、パンフレット
が足りなくなる程でした。その理由の一つには他の地域の
方にも広報活動をしてもらった事があります。そのような
他の地域の人達とも連携して広報活動をしたり、文化協会
との連携も深めていただきたいと思います。

勝又委員長

事務局より報告を受けた内容と、過去の委員会を
振り返りながら、最後に各委員の方々よりご意見を
いただきました。

委員の方々より

劇場の建設というのは建設が始まってからディテールの
部分が大事になってきます。検討経緯の記録が残っていま
すので、劇場法の趣旨や管理運営についても原点に戻って
検討して欲しいと思います。私の研究室では劇場を活性化
させるにはどういう施設を同居させると良いかという調査
をしていて、やはり図書館という結果が出ています。ふる
さと文学館が隣にあるという事はとても有利な事だと思い
ますので、是非一体的に考えて検討して欲しいと思います。

大月アドバイザー大月アドバイザー

本プロジェクトに最初から関わってきている唯一の人間
として色々存じ上げている故に歯がゆい部分があり、最近
は苦言を申し上げる機会が多くなってきています。

人口減少、縮退する社会の中での本プロジェクトにおける、
一部の愛好家のためではなく、市民全体のもの、公共財と
して劇場はあるとする劇場法は重要であり、その「劇場法
に基づく施設」という当初から掲げられた看板を下ろすこ
とのないように、市においては正しい事実認識に立って、
意思決定をしていただきたいと思います。


